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■当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 

商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 

信 託 期 間 2004年９月１日から無期限です。 

運 用 方 針 

「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」（米

ドル建）への投資を通じて、主として中国経

済圏の株式に投資を行い、中長期的な信託財

産の成長を目指して運用を行います。なお、

｢ＣＡマネープールファンド（適格機関投資

家専用)」（円建）への投資も行います。原

則として、為替ヘッジは行いません。 

アムンディ・

グラン・チャイ

ナ・ファンド 

Amundi Funds チャイナ・

エクイティ 

ＣＡマネープールファンド

（適格機関投資家専用） 

Amundi Funds 

チ ャ イ ナ ・

エクイティ 

中国経済圏の株式 主 要 運 用対 象 

ＣＡマネープ

ールファンド

（適格機関投

資家専用） 

本邦通貨表示の短期公社債等 

組 入 制 限 

株式（新株引受権証券および新株予約権証券を

含みます）への直接投資は行いません。外貨建

資産（外貨建資産を組入可能な投資信託証券を

含みます）の投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時（年２回、原則毎年１月15日および

７月15日。休業日の場合は翌営業日）に、原

則として以下の方針に基づき分配を行いま

す。分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子･配当収入と売買益(評価益を

含みます)等の全額とします。分配金額は、委

託会社が基準価額水準および市況動向等を勘

案して決定します。ただし、分配対象収益額

が少額の場合には分配を行わないこともあり

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運用報告書 (全体版) 
 

第37期 （決算日 2023年７月18日） 

 
 
 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し
上げます。 
当ファンドはこの度、上記の決算を行い

ました。ここに、期中の運用状況について
ご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 

アムンディ・ジャパン株式会社 

〒105-0021 東京都港区東新橋１丁目９番２号 
お客様サポートライン：050-4561-2500 

受付は委託会社の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページアドレス：https://www.amundi.co.jp/ 

＜3025281・3040877＞ 
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■最近５期の運用実績 

   

決  算  期 
基準価額 
(分配落) 税込み 

分配金 
期 中 
騰落率 

参考指数 期 中 
騰落率 

投資信託 
受益証券 
組入比率 

投  資 
証  券 
組入比率 

純資産 
総 額 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

33期(2021年７月15日) 12,023 500 △ 2.8 38,209 △ 2.7 0.1 98.0 4,838 

34期(2022年１月17日) 10,003 0 △16.8 33,041 △13.5 0.1 98.4 4,060 

35期(2022年７月15日) 9,947 0 △ 0.6 33,858 2.5 0.1 97.2 4,080 

36期(2023年１月16日) 9,819 0 △ 1.3 32,190 △ 4.9 0.2 97.4 3,976 

37期(2023年７月18日) 8,890 0 △ 9.5 30,907 △ 4.0 0.2 97.7 3,584 

（注１）基準価額の騰落率は分配金込みです。 

（注２）参考指数は、MSCIチャイナ10/40インデックス（円換算ベース）です。ただし、設定日から2013年４月16日までの参考指数はハンセン指
数（円換算ベース）、2013年４月17日から2019年６月21日までの参考指数はMSCIゴールデン・ドラゴン・インデックス（円換算ベー
ス）でした。参考指数は連続させて指数化しております。参考指数は投資対象資産の相場を説明する代表的な指数として記載しており
ます。MSCIゴールデン・ドラゴン・インデックスおよびMSCIチャイナ10/40インデックスは、MSCI Inc.が開発した株価指数です。同指
数に関する著作権、その他知的財産権はMSCI Inc.に帰属しております。以下同じ。 

 
 
 
■当期中の基準価額と市況等の推移 

基 準 価 額 参 考 指 数 
年  月  日 

 騰 落 率  騰 落 率 

投資信託 
受益証券 
組入比率 

投  資 
証  券 
組入比率 

(期 首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年１月16日 9,819 － 32,190 － 0.2 97.4 

  １月末 10,057 2.4 33,061 2.7 0.1 97.7 

  ２月末 9,280 △ 5.5 30,961 △3.8 0.2 97.9 

  ３月末 9,202 △ 6.3 31,072 △3.5 0.2 97.9 

  ４月末 8,638 △12.0 29,744 △7.6 0.2 97.8 

  ５月末 8,197 △16.5 29,060 △9.7 0.2 98.5 

  ６月末 8,769 △10.7 30,685 △4.7 0.2 98.5 

(期 末)       

2023年７月18日 8,890 △ 9.5 30,907 △4.0 0.2 97.7 

（注）騰落率は期首比です。 
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【基準価額等の推移】 
 

 

第37期首 9,819円 

第37期末 8,890円 

既払分配金 

(税込み) 
0円 

騰落率 △9.5％  

 
 
（注１） 参考指数は、MSCIチャイナ10/40（円換算ベース）です。 

（注２） 参考指数は、2023年１月16日の値を基準価額と同一となるように指数化しています。 

 
【基準価額の主な変動要因】 
下落要因 

①米国が可決したＩＲＡ（インフレ削減法）に「非友好国」からの原材料の調達に関する規定が盛り込まれ

たことで、中国のエネルギー移行に関連する銘柄などが足かせとなり、資本財・サービス銘柄の保有が通

期でマイナスに寄与したこと 

②４月から５月にかけて、新型コロナウイルス感染症への懸念や地政学的リスクの再燃で、中国経済圏の投

資家心理が悪化したこと 

 

上昇要因 

①当期はコミュニケーション・サービスをオーバーウェイトとし、インターネット・プラットフォーム銘柄

の力強い回復が同セクターをけん引したこと 

②2023年年初はＮＥＶ（新型電気自動車）購入の補助金交付が終了したことで電気自動車販売が冷え込んだ

ものの、通期ではＮＥＶ関連銘柄が力強く回復したこと 

③当期初より１月末にかけて、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）の金融引き締めサイクルが終焉に近づいている

との期待や、中国経済の再開をめぐる楽観的な見方が高まり、中国株式市場が上昇したこと 
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【投資環境】 
＜中国・香港株式市場＞ 

当期の中国株式市場は、全般的に下落しました。当期初は、ＦＲＢ（米連邦準備理事会）の金融引き締めサ

イクルが終焉に近づいているとの期待や、中国経済の再開をめぐる楽観的な見方の高まりに後押しされ好調な

スタートを切りました。旧正月中は、旅行や国内活動が活発化し、公開頻度の高い指標が好調となりました。

しかし、２月になると地政学的リスクが再び高まったことや、米国のタカ派的姿勢が投資家心理を冷え込ませ

たことから、中国株式市場は急落に見舞われました。中国経済の再開や、回復軌道への順調な回帰を継続的に

示す公開頻度の高い指標が追い風となっていたにもかかわらず、投資家がこの下降局面を過去３ヵ月間の大幅

な上昇分の利益を確定する好機と捉えたため、中国株式市場は下落しました。３月はわずかな回復の兆しがみ

られたものの、市場の動きは非常に弱く、出遅れ銘柄の上昇が主なけん引役でした。４月にみられた中国株式

市場回復の兆しは、同月の予想を下回るマクロ経済データの発表を受けて急速に後退し、また新型コロナウイ

ルス感染症の拡大懸念や、地政学的リスクの再燃が中国経済圏の投資家心理を悪化させました。中国の４月の

小売売上高は予想に反して前月比で減少しました。高級消費財の消費が好調であったものの、家電製品、家具、

食料品販売の回復が低迷したことが響きました。６月は発表された弱含みのマクロ経済データが今後見込まれ

る景気刺激策の引き金になるとの見方が強まり、投資家心理が大きく改善し反発しました。しかし、米国のハ

イテク規制の再燃、主要中央銀行のタカ派的姿勢、人民元安の継続が投資家心理に影響をおよぼし、同月後半

にかけて楽観的な見方が薄れる中、当期末を迎えました。 

 

＜為替市場＞ 

当期、米ドルは円に対して上昇しました。2022年末には日銀が金融政策の修正を発表し、一時的に円が買

われる場面もみられましたが、2023年１月にさらなる日本の金融政策の修正が無かったことから、日本の金

利先高観が後退し、再び米ドル優位の展開に戻りました。３月に入り米国の中堅銀行の破綻やクレディ・ス

イス・グループの経営不安のニュースに金融システム不安が広がると、質への逃避としての円買いの動きに

加え、急激な金利先高観の後退にともない米ドルは一時売り込まれましたが、金融システム不安が後退する

と米ドルは買い戻されました。日銀が金融緩和維持の姿勢を明確に示したことも円安圧力となりました。し

かし、７月に入ると、政府の円買い介入への警戒感やアメリカのインフレ率が低下する確信度が高まったこ

とで、円高方向に押し戻される展開もみられる中、当期末を迎えました。米ドルと連動する香港ドルも円に

対して上昇しました。中国元は経済の減速や米中金利差拡大懸念などから米ドルに対しては下落しましたが、

対円では上昇しました。 

 

＜日本短期国債市場＞ 

当期の短期国債市場では、日銀によるマイナス金利政策のもと、ＴＤＢ（国庫短期証券）３ヵ月物利回りが

継続してマイナス圏で推移しました。ＴＤＢ３ヵ月物利回りは、期初に－0.20％から－0.15％近辺で推移しま

した。３月中旬から下旬にかけては、米欧の一部銀行に対する信用不安から金融市場への不透明感が高まり、

一時－0.30％近辺まで低下しましたが、その後は－0.15％から－0.10％近辺まで上昇して期末を迎えました。 

 

【ポートフォリオ】 
＜当ファンド＞ 

当ファンドは、中国経済圏の株式を主要投資対象とする「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」（米ドル

建）と「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）」（円建）に投資することにより、その実質的な

運用はそれぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の成長を目指し運用しました。当ファンドは

「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」（米ドル建）に90％以上投資することを基本としていることから、

基本方針に従い「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」（米ドル建）の組入比率を高位に維持しました。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
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＜Amundi Funds チャイナ・エクイティ＞ 
当ファンドのリターンはマイナスとなりました。当期、中国の政治およびマクロ経済環境の変化がもたらす

投資機会の獲得に努めてポートフォリオ構築しました。セクター別では、一般消費財・サービスの大幅なオー
バーウェイトがマイナスに働きました。これは、パンデミック（世界的大流行）の期間に蓄積された記録的な
家計の超過貯蓄を背景に、中国経済の再開により、消費者のペントアップ（繰越）需要が同セクターをけん引
するとの予想に基づいたものでした。しかし、旅行支出は贅沢品の消費と並んで経済再開後の消費者需要復活
の初期指標でしたが、一般家庭の消費はなかなか回復せず、その主な原因となっているのが比較的高い失業率
であると指摘されています。また、エネルギーのアンダーウェイトは相対パフォーマンスの足かせとなりまし
た。当ファンドは、原油価格が大幅に低迷することを前提としていましたが、同セクターの一部の銘柄はそれ
ぞれの個別要因から恩恵を受けました。また、金融のアンダーウェイトが大きくマイナスに影響しました。中
国の金融機関とＳＯＥ（国営企業）の株価は大幅に上昇しました。しかし、当ファンドは、住宅ローン価格の
大幅な下落とＮＩＭ（純金利マージン）の縮小に基づき、金融セクターの収益に対する懸念から、アウトパ
フォームした金融銘柄を十分に保有していなかったため、相対パフォーマンスを損なう結果となりました。
一方で、コミュニケーション・サービスへの資産配分が相対パフォーマンスの下支えとなりました。構造的な
成長要因に加え、企業の広告支出の回復から恩恵を受けたインターネット・プラットフォーム銘柄の力強い回
復が、バリュエーションの後押しも相まって同セクターのパフォーマンスを支えました。 

（アムンディ・UK・リミテッド） 
 
＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）＞ 
当期、主として12ヵ月以内に償還を迎える地方債への投資により、安定した収益の確保を目指して運用を行

いました。 
（アムンディ・ジャパン株式会社） 

 
【分配金】 
収益分配金につきましては、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、見送りとさせていただきまし

た（分配原資の内訳につきましては、後記の「分配金のお知らせ」をご覧ください）。なお、収益分配に充て
ず、信託財産内に留保した収益については、委託会社の判断に基づき、元本部分と同一の運用を行います。 
 
【今後の運用方針】 
＜当ファンド＞ 
当ファンドが投資する「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」（米ドル建）の組入比率を引き続き高位に

保ちます。この目標比率は短期的な視点で判断するものではなく、継続性を重視しています。なお、「ＣＡマ
ネープールファンド（適格機関投資家専用）」（円建）にも投資を行います。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
 
＜Amundi Funds チャイナ・エクイティ＞ 
最近の短期的なマクロ経済データが示す市場の低迷については、さらなる深刻な景気後退に向かう動きという

よりは、一時的な不調にとどまる可能性が高いと考えます。当ファンドは2023年の実質ＧＤＰ（国内総生産）
成長率の予想を引き続き5.7％としており、経済成長率が政府の公式目標である５％を下回るリスクは低いと
みています。一方で、緩やかな景気回復を予想するものの、当ファンドのマクロ経済に対する慎重な姿勢は、
不動産の先行きについて若干消極的な見方をしていることに基づいています。短期的には、さらなる財政政策
への期待から中国株式市場が引き続き良好なパフォーマンスを示す可能性はあると考えますが、2023年第２四
半期のマクロ経済データが芳しくなく、消費者信頼感の弱さと住宅データの低迷も相まって、中国の今後の成
長見通しに対する懸念が高まっています。特に不動産は、住宅ローン金利が史上最も緩和的な水準近くで推移
しているにもかかわらず回復できずに市場の予想を下回ってきました。現在、今年下半期における床面積ベー
スの住宅販売は、前年同期比で５～６％減少すると予測されます。ただし、中長期的には、中国株式市場につ
いては前向きな見方を維持しています。外国人投資家の中国への投資比率が低いこと、企業業績が上向く可能
性があること、財政政策がさらに実施される可能性があること、国内の家計貯蓄が過剰であること、市場のバ
リュエーションが底を打つ可能性があることなどが今後の中国株式市場の押し上げ要因になるとみています。 

（アムンディ・UK・リミテッド） 
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＜ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）＞ 
安全性重視の観点から、12ヵ月以内に償還を迎える債券への投資により安定的な運用を行います。 

（アムンディ・ジャパン株式会社） 
 
 
■１万口当たりの費用明細 
 

第37期 

(2023年１月17日 

 ～2023年７月18日） 
項    目 

金 額 比 率 

項 目 の 概 要 

(a) 信 託 報 酬 54円 0.596％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

( 投 信 会 社 ) (16) (0.182) 委託した資金の運用の対価 

( 販 売 会 社 ) 

 

(35) 

 

(0.386) 

 

交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

購入後の情報提供等の対価 

( 受 託 会 社 ) ( 2) (0.028) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.006 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

( 保 管 費 用 ) 

 

( 0) 

 

(0.000) 

 

海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の送金・

資産の移転等に要する費用 

( 監 査 費 用 ) ( 0) (0.005) 監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

( そ  の  他 ) ( 0) (0.000) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

合    計 55 0.602  

期中の平均基準価額は9,023円です。 
 
（注１） 費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注５） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

●総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引

税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年

率）は2.17％です。 

 

 
 

総経費率（①＋②＋③） 2.17％ 

①このファンドの費用の比率 1.20％ 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.83％ 

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.14％ 

（注１）①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注２）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注３）各比率は、年率換算した値です。 

（注４）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注５）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注６）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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■売買及び取引の状況（2023年１月17日から2023年７月18日まで） 

投資信託受益証券、投資証券 

買     付 売     付 
 

口    数 買  付  額 口    数 売  付  額 

（ルクセンブルク） 千口 千米ドル 千口 千米ドル 外 
国 Amundi Funds チャイナ・エクイティ － － 0.1487 129 

（注１）金額は受渡し代金です。 

（注２）単位未満は切捨てです。ただし、単位未満の場合は小数で記載しています。 

 

 

■利害関係人との取引状況等（2023年１月17日から2023年７月18日まで） 

当期中における利害関係人との取引等はありません。 

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

 

■組入資産の明細（2023年７月18日現在） 

(1) 国内（邦貨建）投資信託受益証券 

期 首 (前期末) 当     期     末 
銘         柄 

口     数 口     数 評  価  額 

 千口 千口 千円 
ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用） 5,967 5,967 5,983 

口 数 ・ 金 額 5,967 5,967 5,983 
合 計 

銘 柄 数 <比 率 > 1 1 <0.2％> 

（注１）< >内は、純資産総額に対する評価額の比率です。以下同じ。 

（注２）単位未満は切捨てです。以下同じ。 

 
 

(2) 外国（外貨建）投資証券 

期首(前期末) 当     期     末 
評   価   額 銘         柄 

口    数 口    数 
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 

(ルクセンブルク) 千口 千口 千米ドル 千円 
Amundi Funds チャイナ・エクイティ 27 27 25,219 3,502,446 

口 数 ・ 金 額 27 27 25,219 3,502,446 
合 計 

銘 柄 数 <比 率 > 1 1 － <97.7％> 

（注）邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 
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■投資信託財産の構成（2023年７月18日現在） 

当      期      末 
項              目 

評  価  額 比    率 

 千円 ％ 

投 資 信 託 受 益 証 券 5,983 0.2 

投 資 証 券 3,502,446 97.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 98,930 2.7 

投 資 信 託 財 産 総 額 3,607,359 100.0 
（注１）金額の単位未満は切捨てです。 

（注２）当期末における外貨建純資産（3,502,468千円）の投資信託財産総額（3,607,359千円）に対する比率は97.1％です。 

（注３）外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2023年７月18日現在における邦

貨換算レートは、１米ドル＝138.88円です。 

 
 
■資産、負債、元本及び基準価額の状況 

2023年７月18日現在 

項        目 当  期  末 

(A) 資 産 3,607,359,399円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 98,929,461 

 投資信託受益証券(評価額) 5,983,326 

 投 資 証 券(評価額) 3,502,446,612 

(B) 負 債 22,471,145 

 未 払 解 約 金 577,986 

 未 払 信 託 報 酬 21,701,631 

 未 払 利 息 295 

 そ の 他 未 払 費 用 191,233 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,584,888,254 

 元 本 4,032,448,411 

 次 期 繰 越 損 益 金 △  447,560,157 

(D) 受 益 権 総 口 数 4,032,448,411口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,890円 

（注記事項） 

期首元本額 4,050,227,832円 

期中追加設定元本額 107,550,767円 

期中一部解約元本額 125,330,188円 

 

■損益の状況 

当期 自2023年１月17日 至2023年７月18日 

項        目 当    期 

(A) 配 当 等 収 益 △       23,065円 
 受 取 利 息 4,834 
 支 払 利 息 △       27,899 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △  343,341,967 
 売 買 益 343,515,415 
 売 買 損 △  686,857,382 

(C) 信 託 報 酬 等 △   21,921,857 
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  365,286,889 
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 57,136,457 
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △  139,409,725 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    482,337,561) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△  621,747,286) 

(G)   計   (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △  447,560,157 
(H) 収 益 分 配 金 0 
 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △  447,560,157 
 追 加 信 託 差 損 益 金 △  139,409,725 
 ( 配 当 等 相 当 額 ) (    482,337,561) 
 ( 売 買 損 益 相 当 額 ) (△  621,747,286) 
 分 配 準 備 積 立 金 966,340,696 
 繰 越 損 益 金 △1,274,491,128 

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み
ます。 

（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含
めて表示しています。 

（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、
追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
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■分配金のお知らせ 

当期の分配金につきましては、基準価額水準および市況動向等を勘案した結果、見送りとさせて
いただきました。 
 
収益分配金に関する留意事項 

●分配金は、預貯金の利息とは異なり、投資信託の純資産から支払われますので、分配金が支払われると、その金額相当分、

基準価額は下がります。 

●分配金は、計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて支払われる場合が

あります。その場合、当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。 

また、分配金の水準は、必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。 

●投資者のファンドの購入価額によっては、分配金の一部または全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があ

ります。 

ファンド購入後の運用状況により、分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。 

 
【分配原資の内訳】 （単位：円・１万口当たり・税込み） 

第37期 
項 目 

（2023年１月17日～2023年７月18日） 

当期分配金        － 
 （対基準価額比率）    （－％） 

 当期の収益        － 

 当期の収益以外        － 

翌期繰越分配対象額     3,592 

（注１）｢対基準価額比率｣は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なる点に

ご留意ください。 

（注２）｢当期の収益｣｢当期の収益以外｣は小数点以下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
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＜１．補足情報＞ 

組入ファンド「Amundi Funds チャイナ・エクイティ」の決算日（毎年６月末日）と当ファンドの決算日が
異なっていますので、2023年７月17日現在の情報を掲載しています。 

 
■有価証券明細（評価額上位30銘柄）（2023年７月17日現在） 

株式 

銘柄 通貨 株数 評価額（ユーロ） 

ケイマン諸島 TENCENT HOLDINGS LTD HKD 1,202,300 48,298,288.21 

 ALIBABA GROUP HOLDING LTD HKD 4,006,500 42,427,859.78 

 MEITUAN HKD 1,599,320 24,142,810.76 

中国 PING AN INSURANCE GROUP CO-H HKD 2,818,500 16,810,139.17 

ケイマン諸島 PINDUODUO INC ADR USD 218,169 15,363,603.74 

 NETEASE SP ADR SHS USD 111,023 10,498,876.53 

香港 GALAXY ENTERTAINMENT GROUP L -H- HKD 1,429,000 8,864,754.17 

ルクセンブルク SAMSONITE INTERNATIONAL SA HKD 3,091,500 8,629,227.50 

中国 SUNGROW POWER SUPPLY CO LTD CNY 582,437 8,263,102.16 

 CHINA OILFIELD SERVICES-H HKD 7,346,000 7,549,080.30 

ケイマン諸島 CHINA RESOURCES LAND LTD HKD 2,060,000 7,475,035.18 

 JD.COM ADR USD 213,291 7,173,945.23 

 NETEASE INC HKD 366,949 6,977,480.46 

香港 AIA GROUP LTD -H- HKD 758,200 6,953,704.71 

ケイマン諸島 TRIP COM GROUP LTD HKD 207,950 6,913,226.66 

イギリス PRUDENTIAL PLC HKD 548,600 6,875,195.82 

中国 CHINA MERCHANTS BANK-H HKD 1,697,500 6,575,447.03 

 INDUSTRIAL & COMMERCIAL BANK OF CHINA-H HKD 15,635,375 6,519,675.36 

 BYD CO LTD-H HKD 207,000 6,193,008.14 

ケイマン諸島 LI NING CO LTD HKD 1,170,521 5,641,000.79 

イギリス PRUDENTIAL PLC GBP 457,080 5,634,649.51 

ケイマン諸島 WUXI BIOLOGICS INC HKD 1,124,500 5,239,855.99 

 ALIBABA GROUP HOLDING-SP ADR USD 61,454 5,110,543.64 

 JD COM INC HKD 295,955 5,074,564.36 

中国 ZIJIN MINING GROUP CO LTD-H HKD 3,394,000 4,949,466.52 

 CENTRE TESTING INTERNATIONAL GROUP CO LTD -A CNY 1,967,014 4,832,136.33 

ケイマン諸島 BAIDU INC HKD 283,500 4,777,028.37 

 KE HOLDINGS INC ADR USD 349,014 4,654,555.73 

中国 TSINGTAO BREWERY CO LTD-H HKD 550,000 4,464,616.31 

ケイマン諸島 CHINA MEIDONG AUTO HOLDINGS LTD HKD 3,846,000 4,368,587.33 

（注）通貨欄の表記は以下の通りです。 

HKD（香港ドル）、USD（米ドル）、CNY（中国元）、GBP(英ポンド) 
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＜２．補足情報＞ 

組入ファンド「ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用）」の決算日（2023年２月15日）と当ファ
ンドの決算日が異なっていますので、2023年７月18日現在の情報を掲載しています。 
 
■組入資産の明細（2023年７月18日現在） 

公社債 
(A）債券種類別開示 

国内（邦貨建）公社債 
 2023 年 ７ 月 18 日 現 在 

区     分 残 存 期 間 別 組 入 比 率 

 
額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 

うちＢＢ格 
以下組入比率 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
地 方 債 証 券 350,000 350,664 75.4 － － － 75.4 

合     計 350,000 350,664 75.4 － － － 75.4 

（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）－印は組入れなしです。 
（注４）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 
 
 
(B）個別銘柄開示 

国内（邦貨建）公社債 
2023 年 ７ 月 18 日 現 在 

種    類 銘         柄 
利 率 額 面 金 額 評 価 額 償 還 年 月 日 

  ％ 千円 千円  
第128回共同発行市場公募地方債 0.66 250,000 250,570 2023／11／24 

地 方 債 証 券 
第375回大阪府公募公債（10年） 0.835 100,000 100,094 2023／８／29 

合          計  350,000 350,664  
（注）額面・評価額の単位未満は切捨てです。 
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Amundi Funds チャイナ・エクイティ 

決算日 2022年６月30日 

（計算期間：2021年７月１日～2022年６月30日） 

 
作成時点において、入手可能な直前計算期間の年次報告書をもとに委託会社が翻訳・抜粋・作成しております。なお、開示

情報につきましては各クラス別の情報がないため、全てのシェアクラスを含むファンド全体の情報を開示しています。 

 
■費用の明細（2021年７月１日～2022年６月30日） 

項目 当期 

 ユーロ 

(a) 運用報酬 9,126,749 

(b) 成功報酬 5,496 

(c) 管理費用等 1,730,612 

(d) その他の費用 2,255,565 

合計 13,118,422 

 
 
■純資産計算書（2022年６月30日現在） 

項目 当期末 

 ユーロ 

資産合計 633,584,856 

有価証券 625,187,263 

預金 6,980,499 

未収配当金 1,153,165 

未収追加設定金 263,929 

負債合計 3,956,261 

借入金 522,805 

未払解約金 225,154 

未払運用報酬 2,109,263 

その他の負債 1,099,039 

純資産 629,628,595 

（注）各項目の金額の整数未満を四捨五入しているため、資産合計および負債合計並びに純資産が一致しない場合があります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
Amundi Funds チャイナ・エクイティ 

－  － 13 

Filename： 03_チャイナ・エクイティ_マザー_2307.doc 

LastSave:1/25/2023 LastPrint：8/17/2023 

 

■有価証券明細（2022年６月30日現在） 
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ＣＡマネープールファンド（適格機関投資家専用） 

運用報告書 
≪第16期≫ 

決算日：2023年２月15日 

（計算期間：2022年２月16日～2023年２月15日） 
 

当ファンドはこの度、上記の決算を行いました。ここに、期中の運用状況についてご報告申し

上げます。 
 

■投資対象ファンドの概要 

運 用 方 針 
主として本邦通貨表示の短期公社債に投資し、安定した収益の確保をめざして運用を
行うとともに、あわせてコール・ローンなどで運用を行うことで流動性の確保を図ります。 

主要運用対象 本邦通貨表示の短期公社債を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。 
 
 
 
■最近５期の運用実績 

基   準   価   額 
決   算   期 

 
税 込 み 
分 配 金 

期   中 
騰 落 率 

債 券 組 入 
比   率 

純 資 産 
総   額 

 円 円 ％ ％ 百万円 
12期（2019年２月15日） 10,055 0 △0.1 59.0 763 
13期（2020年２月17日） 10,048 0 △0.1 61.1 788 
14期（2021年２月15日） 10,042 0 △0.1 64.6 773 
15期（2022年２月15日） 10,035 0 △0.1 70.8 552 
16期（2023年２月15日） 10,027 0 △0.1 74.3 473 

（注）当ファンドは運用成果の目標基準となるベンチマークを設けておりません。また、当ファンドと適切に対比できる参考指数はありませ
ん。以下同じ。 
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■当期中の基準価額等の推移 

基    準    価    額 
年   月   日 

 騰   落   率 
債 券 組 入 
比       率 

（期   首） 円 ％ ％ 
2022年２月15日 10,035 － 70.8 
  ２月末 10,035 0.0 72.7 
  ３月末 10,034 △0.0 70.4 
  ４月末 10,033 △0.0 72.0 
  ５月末 10,033 △0.0 76.0 
  ６月末 10,033 △0.0 71.3 
  ７月末 10,033 △0.0 71.8 
  ８月末 10,032 △0.0 71.7 
  ９月末 10,031 △0.0 71.8 
  10月末 10,031 △0.0 72.0 
  11月末 10,028 △0.1 77.3 
  12月末 10,024 △0.1 67.3 

2023年１月末 10,026 △0.1 70.8 
（期   末）    
2023年２月15日 10,027 △0.1 74.3 

（注）騰落率は期首比です。 

 
■１万口当たりの費用明細  

第16期 

(2022年２月16日 

 ～2023年２月15日） 
項    目 

金 額 比 率 

項 目 の 概 要 

(a) 信 託 報 酬 1円 0.011％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 ( 投 信 会 社 ) (1) (0.009) 委託した資金の運用の対価 

 ( 販 売 会 社 ) (0) (0.001) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

    購入後の情報提供等の対価 

 ( 受 託 会 社 ) (0) (0.002) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.007 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 ( そ  の  他 ) (1) (0.007) 信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する諸費用等 

合    計 2 0.018  

期中の平均基準価額は10,031円です。 
 
（注１） 費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 

（注２） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注３） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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■売買及び取引の状況（2022年２月16日から2023年２月15日まで） 
公社債 

 買 付 額 売 付 額 
  千円 千円 

724,687 100,031 
国 内 地 方 債 証 券 

 (660,000) 
（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれておりません。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）( )内は償還等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。 
 

■主要な売買銘柄（2022年２月16日から2023年２月15日まで） 
公社債 

買              付 売              付 
銘               柄 金   額 銘               柄 金   額 

 千円  千円 
第１２８回共同発行市場公募地方債 251,715 第７１５回東京都公募公債 100,031 
第１１６回共同発行市場公募地方債 150,919   
第７１５回東京都公募公債 120,642   
第３７５回大阪府公募公債（１０年） 100,821   
平成２４年度第１３回愛知県公募公債（１０年） 100,590   

（注１）金額は受渡し代金です。経過利子分は含まれておりません。 
（注２）国内の現先取引によるものは含まれておりません。 
 

■利害関係人との取引状況等（2022年２月16日から2023年２月15日まで） 
当期中における利害関係人との取引等はありません。 

（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
 

■組入資産の明細（2023年２月15日現在） 
公社債 

(A)債券種類別開示 
国内（邦貨建）公社債 

当            期            末 
残 存 期 間 別 組 入 比 率 区  分 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
う ち Ｂ Ｂ 格 
以下組入比率 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
350,000 351,667 74.3 － － － 74.3 

地方債証券 
(350,000) (351,667) (74.3)    (74.3) 
350,000 351,667 74.3 － － － 74.3 

合 計 
(350,000) (351,667) (74.3)    (74.3) 

（注１）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注２）単位未満は切捨てです。 
（注３）－印は組入れなしです。 
（注４）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しております。 
 

(B)個別銘柄開示 
国内（邦貨建）公社債 

当     期     末 種    類 銘         柄 
利  率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日 

  ％ 千円 千円  
第３７５回大阪府公募公債（１０年） 0.835 100,000 100,435 2023／８／29 

地方債証券 
第１２８回共同発行市場公募地方債 0.66 250,000 251,232 2023／11／24 

合           計  350,000 351,667  
（注）額面・評価額の単位未満は切捨てです。 
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■投資信託財産の構成（2023年２月15日現在） 
当      期      末 項              目 

評   価   額 比    率 
 千円 ％ 

公 社 債 351,667 74.3 
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 121,795 25.7 
投 資 信 託 財 産 総 額 473,462 100.0 

（注）金額の単位未満は切捨てです。 

 
 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
2023年２月15日現在 

項          目 当  期  末 

(A) 資 産 473,462,230円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 120,619,388 

 公   社   債(評価額) 351,667,500 

 未 収 利 息 667,316 

 前 払 費 用 508,026 

(B) 負 債 73,719 

 未 払 信 託 報 酬 67,433 

 未 払 利 息 346 

 そ の 他 未 払 費 用 5,940 

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 473,388,511 

 元 本 472,090,843 

 次 期 繰 越 損 益 金 1,297,668 

(D) 受 益 権 総 口 数 472,090,843口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,027円 
 
（注記事項） 

期首元本額 550,147,769 円 

期中追加設定元本額 168,597,032 円 

期中一部解約元本額 246,653,958 円 

 

■損益の状況 
当期 自2022年２月16日 至2023年２月15日 

項          目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 2,428,904円 

 受 取 利 息 2,536,785 

 支 払 利 息 △   107,881 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 2,670,152 

 売 買 益 364,823 

 売 買 損 △ 3,034,975 

(C) 信 託 報 酬 等 △   111,094 

(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   352,342 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △   506,244 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 2,156,254 

 (配 当 等 相 当 額) (  14,497,773) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△12,341,519) 

(G)   計   (Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,297,668 

(H) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 1,297,668 

 追 加 信 託 差 損 益 金 2,156,254 

 (配 当 等 相 当 額) (  14,497,773) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△12,341,519) 

 分 配 準 備 積 立 金 6,399,260 

 繰 越 損 益 金 △ 7,257,846 
 
（注１） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含み

ます。 
（注２） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含

めて表示しています。 
（注３） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、

追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい
ます。 

  
 

 
 




